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1.はじめに 

中性化を予防する方法として，けい酸ナトリウム系表面含浸材を用いる工法がある．けい酸ナトリウム系

表面含浸材は，コンクリート中の水酸化カルシウムと反応することによって C-S-H系の結晶を生成し，細孔

内部に不溶性の結晶を生成させ，中性化を抑制する材料である 1）．しかし，既設構造物では中性化が進行し

ており，コンクリート中の水酸化カルシウム量が減少しているため，けい酸ナトリウム系表面含浸材が十分

に反応しない可能性がある．本検討では，けい酸ナトリウム系表面含浸材とカルシウム水溶液を併用した工

法(以後、中性化抑制システムと記す)について，中性化抑制効果に関する検討の結果を報告する． 

2.実験概要 

（1）中性化抑制効果の確認 

事前に中性化を進行させた供試体に中性化抑制システムを施工し，中性化抑制効果について検討を行った． 

実験に用いた供試体の概要を図－1 に示す．本検討で用いた供試体は，JIS モルタル配合（水セメント比

50％，砂セメント比 3，セメント種類を普通ポルトランドセメント）を用いて 40×40×160mmの角柱供試体

とした．供試体の養生は脱型後，材齢 2週まで水中養生(20±2℃)，材齢 3週まで相対湿度 60±5％，温度

20±2℃の環境下で静置した．また，材齢 3週までの間に供試体の打込み面，底面および両端面をエポキシ

樹脂でピンホールがないようにシールした．その後，既設構造物において中性化が進行した状態を再現する

ために，材齢 4週まで，温度 50±2℃，相対湿度 50±5%，二酸化炭素濃度 20.0±1.0％の環境下で養生を行

った．以上のように作製した供試体に中性化抑制システムを施工した．中性化抑制システムは，カルシウム

水溶液，けい酸ナトリウム系表面含浸材の順に塗布量が 0.35kg/m2となるように刷毛により塗布した．また，

供試体内部まで材料の成分を浸透させるために散水処理を行った．中性化抑制システム施工後，再度，促進

中性化養生(温度 20±2℃，相対湿度 60±5%，二酸化炭素濃度 5.0±0.2%)を行い，促進中性化養生期間 1週，

4週，6週，8週で中性化深さを測定した． 

（2）透湿性の確認 

橋脚上部工の下面などを表面保護工法等で中性化を抑制する場合，二酸化炭素を遮断することによって中

性化を抑制できるが，同時に水分の逸散も遮断してしまうと，コンクリート表面と保護層との間に水分が停

滞し，保護層の劣化に起因することがある．そのため，中性化を抑制する保護層の耐久性を確保するために

は，二酸化炭素を遮断しつつ，適切な透湿性を有している必要があ

る．そこで，中性化抑制システムの性能の評価として，中性化抑制

システム施工後のコンクリート表面に適切な透湿性を有しているこ

とを確認する．透湿性の確認は JSCE-K 571-2004「表面含浸材の

試験方法(案)」に準拠し，中性化抑制システム施工面の透湿性を確

認した． 

（3）カルシウム水溶液の確認 

本検討で用いるカルシウム水溶液は，溶質を普通ポルトランドセ
図－1 供試体概要（単位㎜） 
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メント(OPC)とし，溶媒を NaOH(水酸化ナト

リウム)およびKOH(水酸化カリウム) の 2種

類とした．それぞれ Ca-NaOH および

Ca-KOHと称す． 

3.結果および考察 

（1）中性化抑制効果の確認 

写真－1 に Ca-NaOH を用いた供試体の促

進中性化期間 8週における供試体断面を示す．

写真より，中性化抑制システム施工面で，中

性化の進行が抑制されていることを確認した． 

図－2 に促進中性化期間と中性化深さの関

係を示す。同図より，無塗布面においては，

材齢とともに中性化深さが進行していたのに

対し，中性化抑制システム施工面では材齢に

よりばらつきがあるものの，中性化深さは 4

㎜程度に抑制されていた． 

 図－3 に中性化抑制率の関係を示す．また，

中性化抑制率は以下の式(1)より算出した．促

進中性化養生期間 8 週において，Ca-NaOH

では約 60％以上，Ca-KOHでは約 80％以上

の高い中性化抑制率を確認できた．また，カルシウム水溶液の種類による中性化抑制率の差異は，図－2 に

示す中性化深さのばらつきによる影響が大きいと考えられる． 

 

 

（2）透湿性の確認 

 図－4 に透湿比の関係を示す．同図より，カルシウム水溶液

Ca-NaOH，Ca-KOHを用いたケースともに，透湿比 50%以上を確保

していることが確認された． 

（3）カルシウム水溶液の確認 

 （1），（2）の結果より，カルシウム水溶液 Ca-NaOH，Ca-KOHと

もに，中性化を抑制する性能を有していることが確認できた．また，

わずかに，Ca-KOHの方が中性化抑制効果は高い傾向にあるが，今後

再現性も含めて，中性化抑制効果を確認する必要があると考えられる． 

 4.おわりに 

 中性化抑制システムを施工することにより，一定の透湿性を有しつつ，中性化の進行を大幅に抑制できる

ことが確認できた．この室内試験より得られた結果を踏まえて試験施工を実施した．写真－2 に試験施工の

状況を示す．試験施工の対象は中性化の進行している RCホロースラブ下面とした．施工はカルシウム水溶

液の塗布，けい酸ナトリウム系表面含浸材の塗布および散水による処理を 3 日間の工程で実施した．今後，

中性化抑制システム施工面の観察やコア供試体を採取し中性化抑制効果についての検証を実施予定である． 
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写真－1 促進中性化 8 週間 
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図－3 中性化抑制率 
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中性化抑制率(%)=(1－(塗布面の中性化増加量／無塗布面での中性化増加量)×100) ・・・式(1) 

写真－2 試験施工状
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